
め
、
十
七
世
紀
に
至
り
町
内
の
神
社
所
在
数
が
増
加
し
た
。
一
八
二

二
（
文
政
五
）
年
に
成
立
し
た
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
よ
る
と
、
町
域

の
村
々
に
計
三
四
社
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、

一
八
九
〇
年
代
以
降
は
神
社
の
合ご

う

祀し

・
廃
社
な
ど
が
広
く
実
施
さ
れ
、

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
刊
行
し
た
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、

郷
社
一
・
村
社
一
八
・
無
格
社
五
の
計
二
四
社
と
な
っ
た
。

　

祭
神
別
に
み
る
と
伊
勢
神
宮
の
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みを

勧か
ん

請じ
ょ
うし

た
神
明
社
が

多
く
、
つ
い
で
加
賀
白
山
を
仰
ぐ
地
に
お
け
る
白
山
信
仰
の
白
山
社
、

牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

を
祭
神
と
す
る
津
島
社
、
紀
伊
熊
野
に
発
す
る
熊
野
社
、

信
州
諏す

訪わ

明
神
を
勧
請
す
る
諏
訪
社
な
ど
が
あ
る
。

　

各
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
る
祭
事
は
、
各
地
区
と
も
元
旦
祭
・
夏
祭

り
（
天
王
祭
）・
秋
祭
り
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
長
桜
地
区

に
所
在
す
る
天
神
社
の
秋
祭
り
（
秋
の
豊
年
祭
）
で
お
こ
な
わ
れ
る

湯
立
神
事
「
湯
の
花
の
神
事
」
は
、
町
指
定
文
化
財
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

第
一
節
　
神
社

	

　

本
節
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る
神
社
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

九
〇
五
（
延
喜
五
）
年
に
編
さ
ん
が
始
ま
り
、
九
二
七
（
延
長
五
）

年
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
の
神
名
帳
に
は
、
二
八
六
一
の
神
社
が

記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
神
社
は
式
内
社
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
中
に
「
小

口
神
社
」
の
記
載
が
あ
り
、
町
内
で
現
存
す
る
神
社
の
中
で
最
も
古

い
記
録
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
町
内
の
神
社
に
関
係
し
た
古
文
書

は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
一
五
九
七
（
慶
長
二
）
年
に
中な

か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うが

余
野
地
区
に
所
在
し
た
神
明
社
と
八
幡
社
に
対
し
て
奉
納
し

た
と
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
鰐わ

に

口ぐ
ち

が
残
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章

第
二
節
）。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
『
寛
文
村
々
覚
書
』
を
は
じ
め
、
村
絵
図
な

ど
に
各
集
落
の
神
社
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
以
降
に

誕
生
し
た
新
田
村
に
つ
い
て
も
、
集
落
ご
と
に
神
社
を
創
建
し
た
た

第
三
章

神
社
・
寺
院
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戦
後
は
農
作
業
の
形
態
や
生
活
慣
習
の
変
化
に
よ
り
、
祭
事
の
あ

り
方
や
祭
礼
日
も
変
化
し
て
き
た
。
特
に
秋
祭
り
は
、
神
社
（
地
域
）

ご
と
に
祭
礼
日
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
頃

か
ら
村
内
全
体
で
十
月
十
五
日
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
北
部

（
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
）
で
は
十
月
二
十
日
、
南
部
（
秋
田
・

豊
田
・
大
屋
敷
）
で
は
十
月
二
十
七
日
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に

な
る
と
全
村
で
十
月
二
十
日
に
統
一
さ
れ
、
翌
日
に
小
学
校
の
運
動

会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
十
月
の
第

二
日
曜
日
も
し
く
は
第
三
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
格

　

明
治
に
入
る
と
、
全
国
の
神
社
・
神
職
が
国
家
の
管
理
下
に
置
か

れ
、
古
代
以
来
の
神
仏
習
合
を
解
消
す
る
神
仏
分
離
の
令
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
一
八
七
一
年
一
月
に
は
社
寺
領
が
廃
止
さ
れ
、
五
月
に

は
全
国
の
神
社
が
「
国
家
の
宗そ

う

祀し

」
と
な
り
、
神
社
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
柄
が
国
家
の
法
制
度
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同

時
に
、
社
格
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
。
官
社
以
外
を
諸
社
と
し
、
そ

れ
を
府
社
・
藩
社
・
県
社
・
郷
社
と
し
た
。
同
年
七
月
の
廃
藩
置
県

後
改
め
て
、
府
県
社
・
郷
社
・
村
社
・
無
格
社
と
し
た
。

　

一
九
四
六
年
二
月
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以
下

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」）
の
神
道
指
令
に
よ
り
神
社
の
国
家
管
理
が
廃
止
さ
れ
る

と
同
時
に
、
社
格
も
廃
止
さ
れ
た
。

　

郷
社
と
は
府
県
社
に
次
ぐ
郷

き
ょ
う

邑ゆ
う

の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

で
、
村
社
よ
り
も
崇
敬

範
囲
が
広
く
、
一
地
方
に
わ
た
っ
て
崇
敬
さ
れ
る
中
心
的
神
社
を
あ

て
た
。
町
内
で
は
秋
田
長
桜
地
区
の
天
神
社
が
郷
社
と
さ
れ
た
。

　

村
社
は
郷
社
の
下
、
無
格
社
の
上
で
、
氏
神
と
し
て
仰
が
れ
る
社

を
村
社
と
し
た
。
一
九
四
五
年
の
制
度
廃
止
当
時
、
全
国
約
十
一
万

社
の
う
ち
村
社
数
は
四
万
四
九
三
四
社
で
あ
っ
た
。

　

無
格
社
は
旧
神
社
制
度
に
お
い
て
、
最
も
低
い
位
置
に
あ
る
。
一

九
四
五
年
の
制
度
廃
止
当
時
、
全
国
の
無
格
社
数
は
五
万
九
九
九
七

社
で
あ
っ
た
。

摂
社
・
末
社

　

神
社
の
境
内
に
あ
る
小
さ
な
社
（
境
内
社
）
は
、
摂
社
と
末
社
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
の
神
社
の
主
祭
神
と
関
係
の
深
い
神
を
祀ま

つ

る
の
が

摂
社
、
そ
れ
以
外
が
末
社
で
あ
る
。
末
社
の
中
に
は
本
社
よ
り
古
い

由
緒
を
も
つ
も
の
も
あ
り
、
そ
の
土
地
に
も
と
も
と
祀
ら
れ
て
い
た

地
主
神
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
地
主
神
は
、
元
来
そ
の
土
地
を
守
護

し
て
き
た
神
の
こ
と
で
、
新
た
に
外
か
ら
大
き
な
神
を
迎
え
る
と
末

社
に
な
っ
て
い
く
場
合
が
多
い
。
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摂
社
・
末
社
の
呼
称
は
戦
後
も
使
わ
れ
、
特
に
本
社
と
の
由
緒
の

深
い
神
社
に
は
摂
社
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
地

外
で
祀
ら
れ
て
い
る
摂
社
・
末
社
を
境
外
社
と
い
う
。

　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
の
時
点
で
は
、
町
内
に
二
四
社
の
所
在

が
確
認
で
き
、
そ
の
他
、
記
録
と
し
て
過
去
に
存
在
し
て
い
た
が
、

現
存
し
て
い
な
い
神
社
が
二
社
あ
る
（
３
―
３
―
１
）。

中
小
口

①
小
口
神
社　

秋
田②

天
神
社　
③
神
明
社　
④
津
島
社　
⑤
熊
野
社

⑥
八
王
子
社　
⑦
金
刀
比
羅
社　
⑧
天
神
社

豊
田⑨

八
剱
社　
⑩
神
福
社　
⑪
山
の
神

大
屋
敷

⑫
三
明
神
社　
⑬
諏
訪
社　
⑭
神
明
社　
⑮
縣
社

外
坪⑯

神
明
社

河
北⑰

神
明
社　
⑱
津
島
社　
⑲
神
明
社

余
野⑳

余
野
神
社

上
小
口

�
白
山
社　
�
清
島
神
社

中
小
口
（
新
宮
）

�
神
明
社

下
小
口

�
白
山
社

（
現
存
せ
ず
）

�
津
島
社
（
豊
田
）　
�
大
口
神
社
（
大
屋
敷
）

3-3-1　神社位置図
※社名は、『愛知県神社名鑑』（愛知県神社庁編1992年）による。
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一
　
小お

口ぐ
ち

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
少す

く

名な

毘び

古こ

那な
の

命み
こ
と

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み　

豊と
よ

受う
け

姫ひ
め
の

大お
お

神か
み

　
　
　
　

品ほ
む

陀だ

和わ

気け
の

命み
こ
と

　
　

息お
き

長な
が

帯た
ら
し

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

建た
け

速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

九
二
七
年
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
全
国
二
八
六
一

社
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
神
社
を
式
内
社
と
い
う
。
大

口
町
内
で
は
小
口
神
社
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
尾
張
国
本
国
帳
』（
平
安
時
代
末
）
の
中
に
「
從
三
位

小
口
天
神
」
と
あ
る
。

　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
は
「
村
社　

天
神
社
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
十
五
日
、
字
宮
前
の
神
明

社
と
そ
の
境
内
社
（
八
幡
社
・
須
賀
社
・
神
明
社
）
が
天
神
社
に

合ご
う

祀し

さ
れ
た
。

◆
旧
社
格　
村
社
（
平
安
時
代
「
式
内
社
」）

◆
そ
の
他

　

七
月
の
夏
祭
り
の
際
、
役
員
に
よ
り
六ろ

く

部べ

橋ば
し

の
水
神
碑
前
で
水

神
祭
を
お
こ
な
う
。

　

神
社
で
保
管
し
て
い
る
「
大
鈴
」、
境
内
の
「
山
柿
」
が
町
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

3-3-2　小口神社境内（2020年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

九
二
七
年
以
前

創
建
年
代

城
屋
敷
一
丁
目
一
五
三
番
地

所
　
在
　
地
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二
　
天て
ん

神じ
ん

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
長
桜
村
の
項
に
、「
社
二
ヶ
所　

春
日
天
神

社
」
と
あ
り
、『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
「
天
王
神
明
社
二
社
（
略
）、

天
神
春
日
大
明
神
二
社
（
以
下
略
）」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
六
〇

〇
年
代
半
ば
に
は
、
長
桜
村
に
天
神
社
と
春
日
社
が
あ
り
、
の
ち

に
天
王
社
と
神
明
社
が
で
き
た
。
春
日
社
は
、
一
九
一
九
年
十
一

月
に
天
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
天
王
社
は
、
入
鹿
八
左
衛
門
新
田

に
あ
っ
て
の
ち
に
津
島
社
と
改
称
さ
れ
た
。

奈な

良ら

志し

天
神

　

延
喜
式
の
神
名
帳
と
は
別
に
、
諸
国
で
作
成
さ
れ
た
神
名
帳
の
う

ち
、
平
安
時
代
末
期
に
作
成
し
た
『
尾
張
国
内
神
名
帳
』
に
は
、
丹

羽
郡
の
項
に
「
奈
良
志
天
神
」
と
あ
る
が
詳
細
な
場
所
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
本
国
神
名
帳
集
説
』（
一
七
〇
七

年
）、『
張
州
府
志
』（
一
七
五
二
年
）、
そ
し
て
『
尾
張
徇
行
記
』（
一

八
二
二
年
）
は
中
奈
良
村
（
現
江
南
市
中
奈
良
）
の
項
で
「
奈
良
志

天
神
」
と
の
関
連
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
尾
張
志
』（
一
八
四
四
年
）
は
、「
奈
良
志
天
神
」

を
長
桜
村
の
天
神
社
と
し
て
い
る
。
も
と
も
と
天
神
社
の
西
に
位
置

す
る
奈
良
子
の
産
土
神
で
あ
っ
た
が
、
長
桜
村
集
落
の
発
展
に
よ
り

奈
良
子
か
ら
長
桜
村
の
産
土
神
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
秋
葉
社
・
稲
荷
社
・
御
嶽
社

◆
旧
社
格
　
郷
社

◆
そ
の
他

　

境
内
の
樹
木
「
マ

メ
ナ
シ
」、
秋
の
豊

年
祭
に
お
こ
な
わ
れ

る
湯
立
神
事
は
「
湯

の
花
の
神
事
」
の
名

称
で
町
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
（
第

三
編
第
六
章
第
二

節
）。

3-3-3　天神社境内（2022年撮影）

天
神
七
代

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
三
九
七
番
地

所
　
在
　
地
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三
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒

　

社
伝
で
は
、
当
初
鈴
木
一
族
十
戸
の
氏
神
で
あ
っ
た
が
、
長
桜

の
氏
神
と
な
り
、
一
九
三
三
年
に
拝
殿
が
改
築
さ
れ
た
。
本
殿
は
、

一
七
一
五
（
正
徳
五
）
年
再
建
の
棟
札
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
前
の
創
建
と
な
る
。

ま
た
、
そ
の
昔
兵
火
が

あ
り
、
創
建
年
代
が
不

明
と
の
伝
承
も
残
さ
れ

て
い
る
。

◆
境
内
社　
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

四
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

◆
由
緒

　

江
戸
時
代
、
入
鹿
八
左
衛
門
新
田
成
立
時
に
創
建
か
。
一
八
七

二
年
七
月
、
天
王
社
か
ら
津
島
社
と
改
称
し
村
社
と
な
る
。
境
内

北
側
に
自
生
し
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
桜
は
、「
お
お
ぐ
ち
観か

ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら」

を
ク
ロ
ー
ン
培
養

す
る
際
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
し
た
も
の
で
あ
る

（
第
二
編
第
二
章
第
一

節
）。

◆
境
内
社　
稲
荷
社
・

　
　
　
　
　

秋
葉
社

◆
旧
社
格　
村
社

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
六
九
番
地

所
　
在
　
地

3-3-4　神明社（2020年撮影）

3-3-5　津島社（2021年撮影）

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
一
丁
目
一
〇
六
番
地

所
　
在
　
地
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五
　
熊く
ま

野の

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
る
と
、
宗
雲
入
鹿
新
田
に
「
一 

権
現　

社
内
三
畝
歩　

前
々
除
」
と
あ
る
。
社
で
は
な
く
「
権
現
」
と
称

し
、「
社
内
三
畝
歩
」
は
敷
地
が
九
〇
坪
、「
前
々
除
」
は
備
前
検

地
（
尾
張
国
で
は
一
六
〇
八
年
に
実
施
）
よ
り
前
か
ら
免
税
地
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
新
田
開
発
前
は
荒
れ
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
も
「
権
現
社
」
と
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
に
つ

い
て
、
一
六
六
一
（
寛
文
元
）
年
に
弥や

次じ

右え

も

ん
衛
門
が
屋
敷
内
に
勧か

ん

請じ
ょ
うし

た
こ
と
、
一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
に
寺
社
役
所
に
よ
り
改

め
が
あ
り
年
貢
地
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
、「
権
現
社
」
か
ら
熊
野
社

と
改
称
し
た
。
天
保
の
村
絵
図
の
字
中
山
に
「
宮 

三
畝 

村
除
」

と
あ
り
、
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
字
中
山
五
十
九
番
地
に
「
村

社
熊
野
神
社
」
と
あ
る
。

　

社
伝
で
は
、
伊い

邪ざ

邦な

美み
の

命み
こ
と・

伊い

邪ざ

邦な

岐ぎ
の

命み
こ
と・

建た
け

速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と・

火ひ

之の

迦か

具ぐ
の

土つ
ち
の

神か
み

を
守
護
神
と
し
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）

に
小お

笠が
さ

原わ
ら

宗そ
う

雲う
ん

ほ
か
数
名
が
こ
の
地
に
入
植
し
、
入
鹿
用
水
を
利

用
し
て
開
拓
し
た
。
一
九
一
五
年
祭
文
殿
を
建
立
、
一
九
四
〇
年

に
拝
殿
を
改
築
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
災
禍
を
受
け
一
九
六
〇
年

に
拝
殿
を
再
建
し
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
本
殿
・
祭
文
殿
・

玉
垣
を
改
築
し
た
。

　

な
お
、『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
で
は
、
祭
神
を
伊い

邪ざ

那な

美み
の

命み
こ
と・

櫛く
し

御み

気け

野の

命み
こ
とと

記
し
て
い
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社
・
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
村
社

伊い

邪ざ

邦な

美み
の

命み
こ
と

祭
　
神

年
不
詳

創
建
年
代

秋
田
二
丁
目
一
三
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-7　熊野社境内（2020年撮影）

3-3-6　熊野社（2020年撮影）
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六
　
八は
ち

王お
う

子じ

社し
ゃ

◆
祭
神

　

天
あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
と

　

活い
く

津つ

日ひ

子こ
の

神か
み　

熊く
ま

野の

樟く
す

日び

神の
か
み

　

多た

芸き

津つ

姫ひ
め

神の
か
み

　

田た

心ご
り

姫ひ
め

神の
か
み　

天
あ
め
の

穂ほ

日ひ
の

命み
こ
と

　

天あ
ま

津つ

彦ひ
こ

根ね
の

命み
こ
と

　

市い
ち

杵き

島し
ま

姫ひ
め
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

社
伝
に
、
一
六
二
三
（
元
和
九
）
年
四
月
、
丹
羽
郡
安
良
村
（
現

江
南
市
安
良
町
）
の
佐さ

藤と
う

伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
ら
が
こ
の
地
を
開
拓
し
、
入

鹿
伝
右
衛
門
新
田
と
し
て
新
し
く
村
を
成
立
さ
せ
た
際
、
郷
里
の

八
王
子
社
（
現
江
南
市
安
良
町
八
王
子
地
内
）
を
勧
請
し
、
守
護

神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
一
六
四
六
（
正
保
三
）
年
勧
請
と
記
さ
れ

て
い
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社
・
神
明
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

秋
祭
り
で
は
、
境
内
で
湯
立
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
拝
殿
内
に

お
い
て
は
、
お
囃は

や

子し

に
よ
る
巫み

女こ

舞
が
披
露
さ
れ
る
。

天あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

一
六
二
三

創
建
年
代

伝
右
一
丁
目
一
五
四
番
地
一

所
　
在
　
地

3-3-9　八王子社境内（2021年撮影）

3-3-8　八王子社（2021年撮影）
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七
　
金こ

刀と

比ひ

羅ら

社し
ゃ

◆
祭
神　
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

　

大お
お

物も
の

主ぬ
し
の

命み
こ
と

　

崇す

徳と
く

天て
ん

皇の
う

◆
由
緒

　
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
に
社
伝
と
し
て
、
境
内
か
ら
西
に
近
接
す

る
豊
田
字
笹
折
（
現
奈
良
子
三
丁
目
）
の
土つ

ち

田だ

弥や

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

が
、
寛
政

年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に
勧
請
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社　
白
山
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

八
　
天て

ん
神じ
ん

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
に
社
伝
と
し
て
、
こ
の
社
の
東
隣
に
あ
る

替
地
釈し

ゃ

迦か

堂
の
開
基
定
隠
尼
が
京
都
の
北
野
天
神
の
分
霊
を
う
け

一
八
四
三
（
天
保
十
四
）
年
こ
の
地
に
祀
り
氏
神
と
し
た
。
な
お
、

境
内
に
あ
る
春
日
灯
籠
に
は
「
文
政
八
年
八
月
」（
一
八
二
五
年
）

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社

　
　

津
島
社
・
御
鍬
社
・

　
　

稲
荷
社
・
国
府
宮
・

　
　

金
刀
比
羅
宮

◆
旧
社
格　
村
社

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

祭
　
神

一
八
四
三

創
建
年
代

替
地
二
丁
目
三
〇
五
番
地

所
　
在
　
地

3-3-10　金刀比羅社（2022年撮影）

大お
お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
二
三
三
番
地
の
一

所
　
在
　
地

3-3-11　天神社（2021年撮影）
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九
　
八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み　

日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊　

菊く
く

理り

姫ひ
め

神の
か
み

◆
由
緒

　

鎌
倉
時
代
末
頃
、
こ
の
地
に
堀
尾
氏
が
移
り
住
み
、
熱
田
神
宮

別
宮
で
あ
る
八
剱
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
、
代
々
熱
田
神
宮
へ
神
饌
米
を
供
奉
し
た
こ
と
か
ら
、
御ご

供ご

所し
ょ

（
ご
ご
し
ょ
＝
お
ん
そ
な
え
ど
こ
ろ
）
と
い
う
地
名
の
由
来
と
な
っ

た
。
社
造
営
は
、
一
三
八
二
（
永
徳
二
）
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
、
一
六
一
〇
年
に
は
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

が
、

本
殿
再
建
の
寄
進
を
し
た
と
さ
れ
る
。
一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
、

堀
尾
家
は
断
絶
し
、
翌
一
六
三
四
年
、
堀ほ

り

尾お

但た

馬じ
ま

が
本
殿
再
建
の

寄
進
を
し
た
後
は
、
氏
子
に
よ
り
改
修
・
改
築
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
三
二
年
か
ら
四
年
か
け
て
、
大
規
模
な
改
築
が
お
こ
な
わ
れ
、

拝
殿
は
曳ひ

き

家や

さ
れ
現
況
の
配
置
と
な
っ
た
。

◆
境
内
社

　
　

若
宮
八
幡
社
・
津
島
社
・
神
明
社
・
上か

み

知ち

我か

麻ま

社し
ゃ

・

　
　

大
国
主
社
・
事こ

と

代し
ろ

主ぬ
し

社し
ゃ

・
堀
尾
社

◆
旧
社
格　
　

郷
社

◆
そ
の
他

　

春
の
大
祭
で
は
、
境
内
社
の
堀
尾
社
で
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
に
よ

る
堀
尾
吉
晴
・
金
助
と
そ
の
母
の
顕
彰
と
と
も
に
神
事
を
お
こ
な

い
、
北
側
の
堀
尾
跡
公
園
・
東
側
の
豊
田
学
共
と
合
わ
せ
「
金
助

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
熱
田
神
宮

に
新
米
二
〇
㎏
を
五
袋

分
と
、
玉
串
代
を
添
え

て
奉
納
し
て
い
る
。

　

境
内
は
「
堀
尾
氏
邸

宅
跡
」
と
い
う
名
称
の

史
跡
と
し
て
、「
八
剱

社
拝
殿
」
は
建
造
物
と

し
て
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
（
第
三
編

第
六
章
第
二
節
）。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

堀
尾
跡
一
丁
目
六
十
番
地

所
　
在
　
地

3-3-12　八剱社（2020年撮影）
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一
〇
　
神し
ん

福ぷ
く

社し
ゃ

◆
祭
神

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み　

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と　

倉う
か

稲の

魂み
た
ま

命の
み
こ
と

　

保う
け

食も
ち

神の
か
み

　

大お
お

年と
し

神が
み　

　

猿さ
る

田た

彦ひ
こ

神の
か
み

　
　
　

大お
ほ

宮み
や

比ひ

売め
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

江
戸
時
代
に
は
、
南
側
に
神
明
社
、
北
側
に
大
福
田
社
と
二
社

に
分
か
れ
て
い
た
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
神
明
社
は
小
折
村

（
現
江
南
市
小
折
町
）
か
ら
移
転
し
て
来
た
社し

ゃ

本も
と

増ま
す

左ざ

エえ

門も
ん

が
、
小

折
八
龍
社
（
現
江
南
市
小
折
町
八
竜
地
内
）
か
ら
別
社
し
て
き
た

も
の
で
、
一
六
八
八
年
に
再
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
福

田
社
は
、
土
田
弥
十
郎
が
創
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
村
人
の
増
加

と
と
も
に
氏
神
と
し
て
祀
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
六
五
二
（
慶
安

五
）
年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
こ
の
地
区
は
小
折
入
鹿
出
新
田
と
呼
ば
れ
、
一
六

三
三
（
寛
永
十
）
年
の
入
鹿
池
完
工
後
、
集
落
が
形
成
さ
れ
る
過

程
で
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
社 

二
社
」
と
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
〇
〇
年
代
中
頃
に
は
二

社
と
も
創
建
さ
れ
た
。

　

一
九
一
七
年
四
月
、
大
福
田
社
へ
神
明
社
を
合
併
し
て
神
福
社

と
改
称
し
た
。

◆
旧
社
格　
村
社

3-3-13　神福社（2021年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

一
六
〇
〇
年
代
中
頃

創
建
年
代

豊
田
二
丁
目
一
三
一
番
地

所
　
在
　
地
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一
一
　
山や
ま

の
神か
み

◆
由
緒

　

創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
入
鹿
九
郎

右
衛
門
新
田
に
住
む
一
族
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

◆
旧
社
格　
無
各
社

◆
そ
の
他

　

地
元
で
は
、
九
郎
右
衛
門
に
ち
な
み
「
ク
ロ
エ
社
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
山
の
神
の
信
仰
は
町
内
で
も
広
く
存
在
し
て
お
り
、
各

地
区
の
集
落
内
に
も
「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
所
在
す
る
。

入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
だ
っ
た
こ
の
集
落
の
場
合
、
氏
神
と
し
て

祀
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
境
内
に
は
小
規
模
な
本
殿
の
裏
（
北
側
）

に
、「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
一
月
に

は
左
義
長
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
四
章
第
二
節
）。

山
の
神

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

御
供
所
二
丁
目
一
四
五
番
地

所
　
在
　
地

3-3-15　「山神」と刻まれた石碑（2020年撮影） 3-3-14　山の神（2020年撮影）
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一
二
　
三さ
ん

明み
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
日や

ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と

尊　

国く
に
さ
つ
ち
の
み
こ
と

狭
槌
尊　

大
己

お
お
な
む

貴ち
の

命み
こ
と

　
　
　
　

応お
う

神じ
ん

天て
ん
の
う皇　

　

伊い
ざ
な
み
の

弉
册
尊み

こ
と

◆
由
緒

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、
大
縣
・
真
清
田
・
熱
田
を
一
社
に
集
め

た
三
明
神
を
一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
正
月
に
勧
請
し
、
同
時

に
境
内
の
末
社
と
し
て
白
山
権
現
社
を
勧
請
し
た
と
あ
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
一
六
六
二
年
正
月
社
殿
再
建
の
棟
札
あ
り

と
の
記
述
が
あ
る
が
、『
大
口
町
史
』
で
は
そ
の
棟
札
は
現
存
せ
ず

と
し
、
一
六
七
二
年
の
棟
札
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年

に
本
殿
回
廊
修
復
工
事
を
施
工
し
た
際
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料

館
が
本
殿
に
収
め
ら
れ
て
い
る
棟
札
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
大
口

町
史
』
記
載
の
と
お
り
、
一
六
七
二
年
よ
り
遡
る
棟
札
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
な
お
、
創
建
年
は
不
詳
で
あ
る
。

　

一
九
三
八
年
十
月
二
十
八
日
、
境
内
社
の
八
幡
社
と
熊
野
社
を

合
祀
し
た
。

◆
境
内
社　
白
山
社
・
山
王
社
・
天
神
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

か
つ
て
境
内
社
と
し
て
縣
社
が
あ
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
に
近

接
す
る
大
屋
敷
字
県
に
移
し
た
。

日や
ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と

尊
ほ
か

祭
　
神

一
六
七
二
年
か

創
建
年
代

大
御
堂
一
丁
目
三
十
番
地

所
　
在
　
地

3-3-17　三明神社境内（2021年撮影）

3-3-16　三明神社（2021年撮影）
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一
三
　
諏す

訪わ

社し
ゃ

◆
由
緒

　

社
伝
で
は
、
天
文
年
中
に
信
州
の
士
、
諏す

訪わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

時と
き

定さ
だ

が
こ
の

地
に
来
て
暫
く
居
住
し
、
子
孫
は
宮
土
氏
、
の
ち
宮
地
氏
を
名
乗

り
、
一
五
三
九
（
天
文
八
）
年
七
月
二
十
七
日
、
宮み

や

地ち

市い
ち

左ざ

ヱえ

門も
ん

・

同
長

ち
ょ
う

蔵ぞ
う

が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
九
年
、
社
殿

を
造
営
し
た
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
も
「
諏
訪
大
明
神
社
・
・
・
天
文
八
亥
七
月

勧
請
ナ
リ
」
と
記
載
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
、
社
殿
を
造
営
し
た
。

　

境
内
東
側
に
自
生
し
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
桜
は
、「
お
お
ぐ

ち
観か

ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら」

を
ク
ロ
ー
ン
培
養
す
る
際
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
た
も

の
で
あ
る
（
第
二
編
第
二
章
第
一
節
）。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

愛
知
県
神
社
庁
に
は
諏
訪
社
と
届
出
を
し
て
い
る
が
、
地
元
で

は
諏
訪
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

建た
て
み
な
か
た
の
み
こ
と

御
名
方
命

祭
　
神

一
五
三
九

創
建
年
代

高
橋
一
丁
目
五
十
三
番
地

所
　
在
　
地

3-3-19　諏訪社境内（2021年撮影）

3-3-18　諏訪社（2021年撮影）
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一
四
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊と
よ
う
け受

大お
お
み
か
み

神

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
丹に

羽わ

三さ
ん

九く

郎ろ
う

・
三み

輪わ

九く

郎ろ
う

兵べ

衛え

に
よ
り
一

六
〇
〇
年
頃
に
勧
請
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
八

八
（
貞
享
五
）
年
五
月
の
棟
札
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
文

字
不
明
と
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』

に
は
、
一
六
八
八
年

勧
請
と
あ
る
。

◆
境
内
社　
御
嶽
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

一
五
　
縣

あ
が
た

社し
ゃ

◆
由
緒

　

天
保
期
の
村
絵
図
を
見
る
と
、「
縣
大
明
神
」
が
字
県
に
描
か
れ

て
い
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、「
大
縣
大
明
神
」
は
一
六
九
九

年
四
月
に
勧
請
し
た
と
あ
る
。
一
八
七
七
年
頃
、
三
明
神
社
に
合

祀
さ
れ
た
が
、
一
九
五
四
年
に
字
縣
の
地
に
社
を
再
建
し
た
。

　

記
録
に
よ
る
と
こ
の
年
の
十
一
月
三
日
に
上
棟
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
大
屋
敷
地
区
内
の
本
郷
か

ら
神み

輿こ
し

、
新
田
か
ら
献
馬
、
高

橋
か
ら
大
鏡
餅
、
地
元
大
御
堂

か
ら
は
神
輿
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納

さ
れ
た
。
午
後
に
は
子
ど
も
踊

り
、
夜
に
は
獅し

子し

芸
が
披
露
さ

れ
た
。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

一
六
〇
〇
年
ご
ろ

創
建
年
代

大
屋
敷
二
丁
目
七
九
番
地

所
　
在
　
地

大お
お
あ
ら
た
の
か
み

荒
田
神

祭
　
神

一
六
九
九
年

創
建
年
代

大
御
堂
一
丁
目
九
十
三
番
地

所
　
在
　
地

3-3-20　神明社（2022年撮影）

3-3-21　縣社（2020年撮影）
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一
六
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊と
よ
く
む
ぬ
の

斟
渟
尊み

こ
と

◆
由
緒

　

創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
八
五
一
（
仁
寿
元
）
年
、
社
殿
再

建
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
社
二
ヶ
所
、
神
明 

大
明
神
」
と
あ
る
。

『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』
を
引
用
し
つ
つ
も
「
三

明
神 

神
明
社
内
東
西
五
十
間
南
北
四
十
七
間
、
此
社
ハ
天
正
十

五
年
（
一
五
八
七
）
勧
請
ナ
リ
」
と
あ
る
。

　

一
九
二
五
年
の
本
殿
改
築
時
に
、
境
内
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三

大
明
社
（
豊
斟
渟
尊
）
を
本
社
で
あ
る
神
明
社
に
合
祀
し
た
。

◆
境
内
社　
知
立
社
・
国
府
宮
・
洲
原
社
・
津
島
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

笹
踊
り
と
い
う
行
事
が
、
一
九
〇
五
年
頃
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
祭
礼
で
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
が
笹
を
持
っ
て
踊
っ

た
の
で
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
名
古
屋
か
ら
師
匠
を
迎
え

て
、
一
週
間
稽
古
を
し
、
当
日
に
面
白
お
か
し
く
舞
っ
た
。
こ
の

神
社
の
神
様
は
、
四
つ
足
を
嫌
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
馬
を
走
ら

せ
る
代
わ
り
に
、
こ
の
踊
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

安
産
の
神
と
し
て
、
妊
婦
が
参
拝
し
玉
垣
内
の
砂
を
持
ち
帰
り
、

お
守
り
に
す
れ
ば
安
産
に
な
る
。
出
産
後
、
こ
の
砂
を
返
す
と
と

も
に
鷹た

か

の
絵
を
奉
納
す

る
と
い
う
風
習
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
「
お
砂
を

借
り
る
」
と
い
っ
た
。

　

戦
後
、
社
格
が
廃
止

に
な
る
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
目

を
お
そ
れ
て
、
神
社
の

石
柱
に
モ
ル
タ
ル
を
詰

め
た
と
い
う
。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

外
坪
三
丁
目
二
番
地

所
　
在
　
地

3-3-22　神明社（2022年撮影）
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秋
の
大
祭

　

十
月
二
十
日
の
秋
の
大
祭
に
犬
山
の
上
野
か
ら
巫み

女こ

を
連
れ
て
来
る
人

が
あ
り
、
氏
子
の
若
衆
（
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
徴
兵
検
査
ま
で
在
住
の

氏
子
の
男
性
で
組
織
）
が
祭
り
の
前
か
ら
横
笛
や
太
鼓
の
練
習
を
重
ね
て

秋
の
大
祭
に
祭
文
殿
（
拝
殿
）
で
巫
女
舞
い
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
年
中
の
各
々
の
神
事
を
若
衆
で
奉
仕
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
も
戦
時
中
に
出
来
な
く
な
り
、
昭
和
二
十
年
代
に
は

拝
殿
で
踊
り
や
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
の

伊
勢
湾
台
風
で
拝
殿
が
倒
壊
し
、
倒
木
を
材
料
と
し
て
拝
殿
を
再
建
し
た

の
ち
に
は
、
宮
司
に
よ
る
神
事
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
外
坪
区
に
一
六
の
班
が
あ
り
、
一
年
交
替
で
各
班
よ
り
一
人
神

祭
係
と
な
り
、
氏
子
総
代(

三
年
任
期
）
六
人
と
神
祭
係
一
六
人
で
年
間

の
神
事
を
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
境
内
の
清
掃
は
、
氏
子
全
員
で
五
・
七
・

九
月
の
年
三
回
。
そ
の
ほ
か
、
各
月
、
各
班
交
替
で
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

境
内
社
の
祭

　

知
立
社
・
国
府
宮
・
津
島
社
は
毎
年
、
氏
子
総
代
が
三
河
の
知
立
神
社
、

尾
張
の
国
府
宮
と
津
島
神
社
に
代
参
を
し
ま
す
。

①
知
立
神
社
で
は
神
札
と
清
め
砂
を
受
け
て
来
て
、
知
立
社
に
納
め
て
氏

子
の
神
祭
係
が
御
酒
・
御ご

饌せ
ん

、
海
・
川
・
山
野
の
物
を
供
え
て
お
祀
り

を
し
て
清
め
砂
は
手
持
の
砂
で
増
量
し
て
氏
子
各
家
に
配
布
す
る
。

②
国
府
宮
も
上
記
の
よ
う
に
代
参
を
し
て
箱
札
一
体
と
紙
札
十
三
体
を　

受
け
て
①
の
よ
う
に
祀
り
を
し
て
紙
札
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
笹
竹

に
付
け
、
本
郷
・
松
山
・
巾
地
区
の
東
西
南
北
に
立
て
郷
の
一
班
の
屋

敷
に
も
一
本
立
て
る
。

③
洲
原
社
も
上
記
の
よ
う
に
代
参
し
て
神
札
と
清
め
砂
を
受
け
て
い
た
が
、

平
成
の
中
頃
よ
り
常
駐
の
宮
司
が
不
在
に
な
り
神
札
が
受
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
り
中
断
し
て
い
る
。

④
津
島
社
は
、
元
外
坪
字
前
田
、
現
在
の
外
坪
一
丁
目
に
あ
り
、
毎
年
夏
、

津
島
の
天
王
祭
に
併
せ
て
社
の
下
を
流
れ
る
境
川
に
綱
を
張
り
赤
提
灯

に
点
火
し
て
飾
り
、
社
の
前
で
火
を
焚た

い
て
祀
り
を
し
て
い
た
が
、
戦

争
中
の
燈
火
管
制
で
出
来
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、
県
道
名
古
屋
小
口
線

の
拡
巾
に
社
の
敷
地
が
か
か
り
、
外
坪
神
社
の
境
内
に
移
設
し
た
。
津

島
神
社
を
代
参
し
て
箱
札
を
受
け
て
①
の
よ
う
に
お
祀
り
を
す
る
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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一
七
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
の
河
北
村
（
原
文
「
川
北
村
」）
の
項
に
は

「
神
明
二
社
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
河
北
二
ツ
屋
地
区
に
所
在
す
る

神
明
社
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
古

老
の
言
い
伝
え
と
し
て

「
当
地
の
墓
地
の
碑
を
見

る
に
明
暦
年
間
（
一
六
五

五
～
五
八
年
）
の
も
の
が

も
っ
と
も
古
い
の
で
、
お

そ
ら
く
こ
の
神
社
の
創
立

は
、
そ
れ
以
前
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
」
と
あ
る
。

　

社
伝
で
は
、
一
六
六
七

（
寛
文
七
）
年
に
三
尺
の
社
を
建
立
し
、
村
人
の
守
護
神
と
し
て
崇

め
て
き
た
。
一
八
〇
六
（
文
化
三
）
年
に
は
社
殿
・
拝
殿
・
鳥
居

な
ど
改
築
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
に
社
殿
の
改
築
を
し
た
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
熱
田
社
・
池ち

鯉り

鮒う

社し
ゃ

◆
旧
社
格　
村
社

一
八
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
河
北
村
の
枝
郷
と
し
て
仲
沖
・
二
ツ
屋
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
津
島
社
に
つ
い
て
の
記
載
は
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
も
な
い
。
境
内
の
灯
籠
に
刻
ま
れ
た
「
文
政
四
（
一
八
二

一
）」
年
が
、
唯
一
境
内
で
確
認
で
き
る
年
代
で
あ
る
。

◆
旧
社
格　
無
格
社

3-3-23　神明社（2022年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

一
六
六
七
年

創
建
年
代

河
北
二
丁
目
三
二
八
番
地

所
　
在
　
地

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

河
北
三
丁
目
一
七
二
番
地
二

所
　
在
　
地
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◆
そ
の
他

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
、
出
雲
に
出
発
す
る
神

を
送
り
出
す
神
事
で
あ
る
九
月
三
十
日
の
お
神
送
り
当
日
、
郷
中

へ
一
五
か
一
六
貫
匁
ほ
ど
（
約
六
〇
㎏
）
の
大
き
な
石
が
お
ち
て

来
た
た
め
、
そ
れ
以
後
、
お
神
送
り
を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

虫
送
り
で
は
、
藁わ

ら

の
人
形
は
作
ら
な
い
が
、
子
ど
も
達
が
鉦か

ね

や

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
集
落
を
ま
わ
る
。

　

境
内
に
あ
る
灯
籠
は
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

正
面
「　
　

金
毘
羅
大
権
現

　
　
　

奉　

神
明
宮　

　
　
　
　
　

牛
頭
天
王

　
　
　

献　

天
照
皇
太
神
宮

　
　
　
　
　

秋
葉
山
大
権
現
」

右
面
「
永
代
常
夜
燈
」

裏
面
「
丹
羽
郡
河
北
村
願
主 

大
竹
圓
蔵
」

左
面
「
辛
巳 

文
政
四
歳
正
月
謹
重
吉
旦
」

3-3-24　津島社（2022年撮影）

3-3-25　津島社灯籠（右：灯籠全体、中：台座正面、左：台座左面）（2022年撮影）
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一
九
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊
と
よ
う
け
の受

大お
お
か
み神

◆
境
内
社　
津
島
社
・
大
縣
社
・
琴
平
社

◆
由
緒

　

社
伝
に
よ
る
と
、
木
曽
川
築
堤
の
前
は
「
舟
つ
な
ぎ
の
宮
」
と

い
わ
れ
、「
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
四
月
吉
日
宮
地
数
馬
」
と
記

し
た
棟
札
を
所
蔵
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、『
寛
文
村
々
覚

書
』
に
は
、「
神
明
二
社
」

と
あ
り
、
旧
河
北
村
郷
中

の
神
明
社
も
含
ま
れ
て
い

る
。
少
な
く
と
も
、
覚
書

が
完
成
し
た
一
六
七
二
年

以
前
に
創
建
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

町
内
の
神
社
で
、
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
輪
く
ぐ
り
」

は
、
こ
の
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
中

頃
ま
で
津
島
社
ゆ
か
り
の
「
提
灯
ま
つ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。

二
〇
　
余よ

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　
　

豊と
よ
う
け
ひ
め

受
姫
神の

か
み

　

誉ほ
む
た田

別わ
け
の
み
こ
と

命　

息お
き

長な
が
た
ら
し帯

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

伊い

ざ

な
邪
那
美み

の

命み
こ
と

　

事こ
と

解さ
か
お
の男

命み
こ
と

　

保う
け
も
ち食

神の
か
み　

菅
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真

　

菊く
く
り
ひ
め
の

理
比
売
命み

こ
と

　

大お
お
な
ち
の

名
遅
命み

こ
と

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』・『
尾
張
徇
行
記
』
余
野
村
の
項
に
、
神
明
・

八
幡
・
権
現
・
天
神
・
白
山
の
五
社
が
書
か
れ
て
い
る
。『
尾
張
徇

3-3-26　神明社（2022年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

二
ツ
屋
一
丁
目
八
五
番
地

所
　
在
　
地

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

余
野
一
丁
目
一
五
三
番
地

所
　
在
　
地
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行
記
』
に
は
、
神
明
社
と
八
幡
社
は
同
じ
場
所
に
あ
り
、
勧か

ん

請じ
ょ
う年

は
不
明
だ
が
、
八
幡
社
は
一
五
九
六
（
文
禄
五
・
慶
長
元
）
年
に
、

神
明
社
は
一
五
九
七
年
に
中な

か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うに

よ
っ
て
再
建
さ
れ
、

鰐わ
に

口ぐ
ち

が
両
社
に
寄
進
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
熊
野
社
（
字
下

流
）・
白
山
権
現
社
（
の
ち
垣
田
社
）
は
、
一
五
九
七
年
に
中
嶋
佐

兵
衛
尉
が
勧
請
し
、
天
神
社
（
字
寺
前
）
は
一
六
一
三
年
に
吉よ

し

田だ

伊い

右え

も

ん
衛
門
が
勧
請
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
成
立
年

は
不
詳
で
あ
る
が
、
諸も

ろ

钁く
わ

社
（
字
日
高
）・
愛あ

た
ご
し
ゃ

宕
社
・
須す

佐さ

之の

男お

社し
ゃ

が
村
内
に
所
在
し
た
（
３
―
３
―
29
）。

　

一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
熊
野
社
・
須
佐
之
男
社
・
諸

钁
社
が
神
明
社
に
、
天
神
社
と
そ
の
末
社
愛
宕
社
が
八
幡
社
に
合ご

う

祀し

さ
れ
、
翌
年
、
垣
田
社
が
八
幡
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
一
九
一
一

年
に
は
、
八
幡
社
が
境
内
神
社
で
あ
る
神
明
社
も
合
祀
し
た
。
そ

し
て
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
神
明
社
と
八
幡
社
が
合
併
し
、

名
称
を
余
野
神
社
と
し
た
（
３
―
３
―
30
）。

　

な
お
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
に
描
か
れ
た
余
野
村
の
村

絵
図
に
は
、
神
明
宮
・
権
現
・
天
神
宮
・
白
山
宮
と
あ
る
。『
尾
張

徇
行
記
』
に
あ
る
「
白
山
権
現
社
」
は
、
村
絵
図
と
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
か
ら
、
の
ち
の
垣
田
社
と
み
ら
れ
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

陶
製
狛こ

ま

犬い
ぬ

（
一
対
）
が
愛
知
県
指
定
文
化
財
、
鰐
口
と
獅し

子し

狛

犬
（
一
対
）
が
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章

第
一
・
二
節
）。

3-3-28　余野神社境内（2021年撮影）

3-3-27　余野神社（2021年撮影）
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3-3-30　余野神社成立までの経緯（『余野神社のあゆみ』）

1596（文禄5）年 中島佐兵衛尉が八幡社を再建

1597（慶長2）年 中島佐兵衛尉が神明社を再建、熊野社・白山権現社（垣田社）を勧請

1613（慶長18）年 吉田伊右衛門が天神社を勧請

1908（明治41）年
神明社に熊野社・須佐之男社（成立年不詳）・諸钁社（成立年不詳）
を合祀
八幡社に天神社・愛宕社（成立年不詳）を合祀

1909（明治42）年 八幡社に垣田社を合祀

1911（明治44）年 八幡社に境内神社の神明社を合祀

1917（大正６）年 神明社と八幡社を合併し余野神社と改称する

3-3-29　明治初期の余野地区内の神社（1884年の地籍図（愛知県公文書館所蔵））
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二
一
　
白は
く

山さ
ん

社し
ゃ

（
上
小
口
）

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
小
口
村
の
項
に
は
、「
社
五
ヶ
所　

内　

神

明　

白
山　

八
幡　

愛
宕　

大
日
」
と
あ
る
。「
白
山
」
が
上
小

口
・
下
小
口
ど
ち
ら
の
白
山
社
を
さ
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
小
口
村
の
項
に
は
、「
修
験
福
生
院
書
上
ニ
薬

師
堂
白
山
社
弁
財
天
社
境
内
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
境

内
に
白
山
社
と
弁
財
天
社
に
加
え
、
薬
師
堂
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
白
山
社
と
弁
財
天
社
の
勧
請
年
も
不
詳
で
あ
る
が
、
再
建

は
一
六
五
五
（
承
応
四
）
年
と
し
て
い
る
。

◆
境
内
社　
市
杵
島
社
・
津
島
社
・
天
神
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

昔
は
左さ

義ぎ

長ち
ょ
うを

お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
あ
る
年
そ
の
火
が
拝
殿

に
移
り
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
祭
神
が
花
火
・
竹
な
ど
の
は
ぜ
る

音
を
嫌
う
と
し
て
左
義
長
を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
。
一
九
七
八

（
昭
和
五
十
三
）
年
頃
よ
り
再
開
さ
れ
た
と
い
う
。

　

藁
で
人
形
を
作
り
、
子
ど
も
達
が
鉦か

ね

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て

集
落
を
ま
わ
る
虫
送
り
は
、
町
内
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

徐
々
に
姿
を
消
し
上
小
口
地
区
の
み
残
っ
た
た
め
、
町
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

菊く
く

理り
ひ

姫め
の

命み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

上
小
口
一
丁
目
四
九
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-31　白山社（2020年撮影）
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二
二
　
清き
よ

島し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
豊と

よ
く
む
ぬ
の

斟
渟
尊み

こ
と

　

品ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命　

気お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の

長
帯
比
売
命み

こ
と

◆
由
緒

　

社
伝
に
よ
れ
ば
一
六
六
四
年
四
月
、
こ
の
地
に
三
明
社
が
創
建

さ
れ
た
。
一
八
八
六
年
六
月
の
洪
水
で
社
殿
が
流
失
し
、
一
九
〇

九
年
六
月
二
日
に
小
口
字
清
水
五
十
四
番
地
（
現
在
地
の
西
に
あ

た
る
木
津
用
水
右
岸
）
の
村
社
八
幡
社
を
三
明
社
へ
合
祀
し
て
清

島
神
社
と
改
称
し
た
。『
尾
張

徇
行
記
』
で
は
三
明
社
は
元
禄

年
中
（
一
六
八
八
～
一
七
〇

四
）
に
、
八
幡
社
は
一
五
九
八

年
の
勧
請
と
あ
る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
、
須
賀
社

　
　
　
　
（
一
八
八
六
年
流
失
）

◆
旧
社
格　
村
社

二
三
　
神し

ん
明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒
　

　

創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、『
尾
張
志
』
に
て
「
神
明
ノ
社
、
二

所
小
口
村
ニ
ア
リ
セ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
社
で
あ

る
。
創
立
年
代
、
由
緒
い
ず
れ
も
不
詳
で
あ
る
が
、『
大
口
町
史
』

に
よ
る
と
一
八
三
一
年
、
一
八
四
五
（
弘
化
四
）
年
、
一
八
六
四

（
元
治
元
）
年
の
棟
札
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
明
社
修
理
と
記
さ
れ
て
い

る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
池
鯉
鮒
社

◆
旧
社
格　
旧
無
格
社

品ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命
ほ
か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

萩
島
一
丁
目
一
三
二
番
地

所
　
在
　
地

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

新
宮
二
丁
目
一
四
一
番
地

所
　
在
　
地

3-3-32　清島神社（2022年撮影）

3-3-33　神明社（2022年撮影）
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二
四
　
白は
く

山さ
ん

社し
ゃ

（
下
小
口
）

◆
祭
神　
菊く

く

理り

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

迦か

具ぐ
つ
ち
の土

命み
こ
と

◆
由
緒

　
『
尾
張
徇
行
記
』
小
口
村
の
項
に
あ
る
白
山
社
は
、
上
小
口
地
区

の
白
山
社
の
こ
と
で
あ
り
、
下
小
口
地
区
の
白
山
社
の
記
述
は
な

い
。

　

一
八
四
一
年
の
小
口
村
の
村
絵
図
と
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に

は
、
現
況
の
位
置
に
あ
た
る
旧
小
口
字
仁
所
野
六
十
一
番
地
に
白

山
社
が
、
そ
の
北
側
の
同
五
十
五
番
地
に
愛
宕
社
が
同
程
度
の
面

積
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
愛
宕
社
の
位
置
に
は
古
墳
が
所

在
し
、
伝
承
で
は
祠ほ

こ
らの

み
遺
存
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
九
年
四
月
二
十
九
日
、
愛
宕

社
と
小
口
字
下
五
明
九
十
二
番
地
（
現
下
小
口
四
丁
目
、
天
神
橋

の
西
）
の
天
神
社
（
祭
神
不
詳
）
を
白
山
社
に
合
祀
し
た
と
さ
れ

る
。

◆
境
内
社　
池
鯉
鮒
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

こ
の
社
の
拝
殿
及
び
本
殿
は
古
墳
の
墳
丘
上
に
建
ち
、
境
内
一

帯
に
も
古
墳
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら

古
墳
群
を
白
山
古
墳
群
と
し
て
町
指
定
文
化
財
と
し
た
。
そ
の
後
、

古
墳
以
外
に
も
弥
生
時
代
の
墓
制
で
あ
る
方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ

れ
、
境
内
地
を
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
と
し
て
改
め
て
町
指
定
文
化
財
と
し

た
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

菊く
く

理り

姫ひ
め
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

下
小
口
一
丁
目
一
五
四
番
地

所
　
在
　
地

3-3-35　白山社本殿・拝殿（2021年撮影）

3-3-34　白山社（2021年撮影）
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二
五
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

（
現
存
せ
ず
）

◆
由
緒

　

創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
、
入
鹿
三
右
衛
門
新

田
に
住
む
人
々
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
水
路
に
挟
ま
れ

た
狭
小
地
に
位
置
し
て
い
た
。

　

地
元
住
民
の
話
で
は
、
現
南
保
育
園
の
西
方
五
〇
ｍ
あ
た
り
に

小
さ
な
祠
が
あ
っ
た
が
神
社
と
い
う
認
識
は
な
く
、
一
九
六
〇
年

代
に
土
地
改
良
事
業
で
整
理
さ
れ
た
と
い
う
。

◆
旧
社
格　
無
各
社

二
六
　
大お
お
口ぐ
ち
神じ
ん
社じ
ゃ

　（
一
九
五
二
～
二
〇
〇
八
年
）

◆
所
在
地　
丸
一
丁
目
地
内
（
現
大
口
中
学
校
校
庭
）

◆
概
要

　

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
建
立
さ
れ
、
西
南
戦
争
か
ら

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
没
者
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

毎
年
十
一
月
に
は
「
み
た
ま
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
八
年
、
大
口
中
学
校
と
大
口
北
部
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
、
新
し
い
中
学
校
の
敷
地
を
再
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
の

西
側
か
ら
東
側
に
場
所
を
移
し
、
平
和
記
念
公
園
と
し
て
姿
を
変

え
た
。

◆
そ
の
他

　

建
立
年
月
日
は
、
一
九
五
二
年
八
月
二
十
二
日
と
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
記
録
に
よ
る
と
、
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式
は
一
九
五
二
年
十
月
二

十
五
日
午
後
一
時
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
余
興
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

江
戸
時
代
か

創
建
年
代

奈
良
子
三
丁
目
地
内

所
　
在
　
地

3-3-37　平和記念公園（2020年撮影）

3-3-36　大口神社（1982年頃）
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第
二
節
　
寺
院

	

　

朝
鮮
半
島
か
ら
六
世
紀
中
頃
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
後
、
八
世
紀

に
は
国
分
寺
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
伽が

藍ら
ん

を
整
え
た
寺
院
が
建
立

さ
れ
た
。
大
口
町
域
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
は

確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
末
以
降
に
創
始
さ
れ
た
宗
派
の
寺

院
が
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。
創
建
時
期
は
寺
伝
の
た
め
確
証
は
得

ら
れ
な
い
が
、
全
て
十
三
世
紀
以
降
で
あ
り
、
十
五
世
紀
か
ら
十
七

世
紀
が
多
い
。

　

宗
派
別
に
み
る
と
、
曹
洞
宗
及
び
臨
済
宗
が
現
存
し
て
い
な
い
寺

院
も
含
め
一
一
か
寺
所
在
し
て
お
り
、
そ
の
多
さ
が
目
立
つ
（
３
―
３

―
38
）。
江
戸
時
代
に
は
伽
藍
を
備
え
て
い
な
い
小
規
模
の
寺
院
が
宗

派
関
係
な
く
創
建
さ
れ
た
が
、
昭
和
末
か
ら
平
成
の
間
に
無
住
と
な

り
、
寺
院
が
整
理
さ
れ
る
、
も
し
く
は
地
元
住
民
に
よ
り
お
堂
を
維

持
さ
れ
る
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
各
地
区
に
所
在
す
る
寺
院
に
つ
い
て
、
昭
和
以
降
に

廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
含
め
記
載
す
る
。

地
域
の
寺
の
解
体
　
苦
し
み
と
も
な
っ
た

　

私
の
住
む
河
北
地
区
で
、
本
堂
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住

職
が
七
年
前
か
ら
お
ら
ず
、
管
理
者
不
在
が
続
き
、
老
朽
化
で
建
物
の
安

全
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

解
体
工
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
儀
式
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
親
寺
の
住

職
が
「
今
日
の
こ
の
日
で
、
全
て
水
に
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
解
体
へ
の

苦
労
や
苦
し
み
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

解
体
に
至
る
ま
で
約
五
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
住
民
へ
の
説
明
、

解
体
に
か
か
る
費
用
の
捻
出
、
寺
の
遣
品
の
処
分
、
後
世
へ
伝
承
す
る
方

法
、
加
え
て
存
続
か
解
体
か
、
我
々
地
区
の
代
表
と
親
寺
と
の
激
論
が
あ

り
ま
し
た
。
二
二
〇
年
余
の
歴
史
あ
る
こ
の
お
寺
は
、
地
域
の
礎
で
し
た
。

境
内
で
盆
踊
り
に
興
じ
、
映
写
会
・
葬
儀
な
ど
住
民
と
の
関
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
消
え
る
こ
と
へ
の
寂
し
さ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
無
念

で
す
。

　

全
国
に
は
七
万
七
千
余
の
寺
院
が
あ
り
、
常
駐
の
住
職
の
い
な
い
無
住

寺
は
約
二
割
あ
る
そ
う
で
す
。
寺
の
維
持
問
題
は
、
他
の
地
域
も
抱
え
て

い
る
難
問
で
す
。
答
え
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
を
直
視
し
、

話
し
合
う
こ
と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

�

（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）
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3-3-38　寺院位置図

宗　派 寺院（所在地） 無住の寺 現存せず

曹 洞 宗
①桂林寺（豊田）、②地蔵寺（豊
田）、③長松寺（大屋敷）、④円
応寺（萩島）

 ⑤薬師堂（上小口）

臨 済 宗 ⑥妙徳寺（中小口）、⑦徳林寺
（余野）、⑧全徳寺（余野）

⑨観音堂（余野）、
⑩妙智寺（河北）  ⑮大師寺（下小口竹田）

浄土真宗 ⑪本光寺（外坪）、⑫教善寺（外
坪）

浄 土 宗 ⑬釈迦堂（秋田替地） ⑯阿弥陀堂（下小口）、
⑰放光寺（下小口寺田）

真 言 宗 ⑭薬師堂〔陽学院〕
（下小口下島）
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一
　
桂け
い

林り
ん

寺じ

◆
開
基　
僧
桂
林

◆
本
尊　
聖
観
世
音
菩ぼ

薩さ
つ

◆
由
緒

　

一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年
三
月
、
越
前
国
南
條
郡
高
瀬
村
（
現

福
井
県
武
生
市
）
宝
円
寺
三
世
・
桂
林
祖
香
和
尚
が
創
立
し
た
も

の
で
、
最
初
は
大
光
山
長
楽
寺
と
称
し
、
現
在
の
奈
良
子
一
丁
目

と
御
供
所
一
丁
目
の
境
あ
た
り
（
旧
豊
田
字
長
楽
寺
）
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
廃
寺
に
な
っ
た
が
、
正
保
年
間
（
一
六

四
四
～
四
八
年
）
に
龍
嶽
和
尚
が
現
在
地
に
再
建
し
て
大
香
山
桂

林
寺
と
改
称
し
た
。
境
内
に
は
こ
の
地
の
出
身
で
あ
る
戦
国
武
将
、

堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

と
、
金
助
と
そ
の
母
の
供
養
塔
が
あ
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
、
兵
火
の
た
め

に
長
楽
寺
の
殿
堂
を
焼
失
し
、
一
六
二
四
（
寛
永
元
）
年
中
に
龍

嶽
和
尚
が
現
在
地
に
再
建
し
て
大
香
山
桂
林
寺
と
改
称
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

◆
そ
の
他

　

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
建

物
を
大
改
修
し
、
さ
ら
に
敷
地
面
積
を
広
げ
て
境
内
を
整
備
し
た
。

二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
落
慶
法
要
と
晋し

ん

山ざ
ん

式し
き

を
お
こ
な
っ
た
。

曹
洞
宗

宗
　
派

一
四
八
四

開
基
年
代

堀
尾
跡
二
丁
目
一
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-41　供養塔（2020年撮影）
（左：堀尾吉晴、右：金助とその母）

3-3-40　桂林寺（1935年頃『大口村誌』）

3-3-39　桂林寺（2022年撮影）
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二
　
地じ

蔵ぞ
う

寺じ

（
秋あ
き

葉ば

三さ
ん

尺じ
ゃ
く

坊ぼ
う

）

◆
開
基　
桂
林
寺
五
世 
堅
戚
舜
豊

◆
本
尊　
地
蔵
菩
薩
、
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現

◆
由
緒

　

桂
林
寺
五
世 

堅
戚
舜
豊
和
尚
が
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三

六
年
）
に
地
蔵
堂
を
兼
務
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
後
、
桂
林
寺

住
職
が
代
々
兼
務
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
地
元
の
庄
屋
で
あ
っ
た
社し

ゃ

本も
と

伴ば
ん

左ざ

エえ

門も
ん

が
武

家
屋
敷
か
ら
秋
葉
様
の
ご
神
体
を
も
ら
い
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

地
蔵
堂
に
安
置
し
た
の
が
「
御
供
所
の
秋
葉
さ
ま
」
の
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
暦
の
正
月
初は

つ

丑う
し

の
日
と
二
十
八
日
は
大
祭
日
に
あ
た
り
、
か

つ
て
参
拝
者
は
、
く
ど
（
か
ま
ど
）
の
灰
を
持
参
し
、
線
香
の
灰

を
も
ら
っ
て
帰
っ
た
。
家
に
着
く
と
、
そ
の
灰
を
く
ど
に
ま
い
て

火
難
除
け
と
し
た
。
毎
月
二
十
八
日
は
縁
日
で
、
境
内
及
び
そ
の

周
辺
に
は
露
天
商
や
見
世
物
小
屋
が
立
ち
並
び
、
一
九
六
〇
年
代

ま
で
は
近
隣
集
落
か
ら
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
（
第
三
編
第
四
章

第
二
節
）。

　

一
九
九
六
年
六
月
五
日
、
不
審
火
に
よ
り
総
本
殿
が
焼
失
し
た

が
、
一
九
九
八
年
十
月
に
再
建
さ
れ
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

曹
洞
宗

宗
　
派

享
保
年
間

開
基
年
代

奈
良
子
二
丁
目
二
二
八
番
地

所
　
在
　
地

3-3-43　総本殿（2020年撮影）

3-3-42　総本殿（1935年頃『大口村誌』）
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三
　
長
ち
ょ
う

松し
ょ
う

寺じ

◆
開
基　
僧
伝
東

◆
本
尊　
鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

◆
由
緒

　

一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
、
諸
国
巡
行
の
僧
伝
東
が
、
村
人
の

願
い
に
よ
り
、
中
島
郡
奥
田
村
（
現
稲
沢
市
）
に
あ
っ
た
長
松
寺

を
大
屋
敷
村
に
移
し
た
の
が
、
こ
の
寺
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
七
三
一
（
享
保
十
六
）
年
に
は
、
僧
皓
受
が
境
内
に
地

蔵
堂
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
寺
宝
で
あ
っ
た
薬
師
如
来
立
像
は
、
丈
三
尺

（
約
九
〇
㎝
）、
天
然
木
で
聖
徳
太
子
作
、
弘
法
大
師
開
眼
と
い
わ

れ
、
寺
院
の
西
を
流
れ
る
幼
川
（
現
五
条
川
）
を
流
れ
て
き
た
も

の
を
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

一
九
九
五
年
十
二
月
十
五
日
、
不
審
火
に
よ
り
本
堂
と
薬
師
如

来
立
像
を
焼
失
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
指
定
文
化
財
で
あ
っ
た
鋳

鉄
地
蔵
菩
薩
立
像
（
第
三
編
第
六
章
第
一
節
）
も
被
災
し
た
が
、

檀
家
に
よ
る
負
担
と
県
・
町
か
ら
の
補
助
に
よ
り
修
復
さ
れ
た
。

本
堂
も
、
一
九
九
八
年
四
月
に
再
建
さ
れ
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

◆
伝
承
　
汗
か
き
地
蔵

　
　
　

小
平
治
弘
法

　
　
　
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）

3-3-45　長松寺本堂（2022年撮影）

3-3-44　長松寺本堂（1935年頃『大口村誌』）

曹
洞
宗

宗
　
派

一
六
九
四

開
基
年
代

大
屋
敷
三
丁
目
一
九
六
番
地

所
　
在
　
地
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四
　
円え
ん

応お
う

寺じ

◆
開
基　
円
応
祥
徳
居
士

◆
本
尊　
釈し

ゃ

迦か

如
来

◆
由
緒

　

こ
の
寺
は
、
元
来
熱
田
（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
）
に
あ
っ
て
留

心
寺
と
称
し
て
い
た

が
、
惠
閑
尼
の
宿
願
で

一
七
五
五
（
宝
暦
七
）

年
に
こ
の
地
へ
移
し

た
。
翌
年
大
口
村
の
住

人
、
田た

山や
ま

地ち

九く

右え

も

ん
衛
門

が
父
の
供
養
の
た
め
に

寺
を
建
立
し
、
檜
岩
山

円
応
寺
と
改
号
し
た
。

五
　
薬や

く
師し

寺じ

◆
開
山　
木
村
良
源

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
「
由
緒
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
初
年
ま

で
は
田
福
山
福
生
寺
と
称
し
、
上
小
口
の
白
山
社
の
境
内
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
現
地
に
う
つ
し
、
寺
号
を
薬
師
堂
と
改
め
た
」
と

あ
る
が
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
の
小
口
村
の
村
絵
図
に
は
、

白
山
社
の
西
隣
に
薬
師
堂
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
は
、
一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
に
「
三
四
〇

年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
が
年
暦
は
不
詳
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
一
四
〇
〇
年
代
中
頃
に
あ
た
る
室
町
時
代
の
創
建

と
な
る
。

　

ま
た
、
当
初
丹
羽
郡
役
所
が
作
成
し
、
郡
役
所
廃
止
後
は
大
口

村
が
作
成
し
た
『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は
、「
創
立 

天
正
十
一

年
、
明
治
十
二
年
十
二
月
一
日
存
置
許
可
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗

宗
　
派

一
七
五
五

開
基
年
代

萩
島
一
丁
目
一
三
三
番
地
一

所
　
在
　
地

3-3-46　円応寺（2022年撮影）

曹
洞
宗

宗
　
派

一
五
八
三

開
基
年
代

上
小
口
一
丁
目
三
三
五
番
地

所
　
在
　
地
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一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
宗
教
団
体
法
が
施
行
さ
れ
、
一

九
四
二
年
に
登
録
申
請
を
し
た
際
、
薬
師
堂
か
ら
薬
師
寺
と
し
て

認
可
さ
れ
た
。

　

堂
内
に
は
、
銅
造
千
体
地
蔵
（
愛
知
県
指
定
文
化
財
（
第
三
編

第
六
章
第
一
節
））・
薬
師
如
来
坐
像
・
聖
観
音
坐
像
・
釈
迦
如
来

立
像
（
い
ず
れ
も
町
指
定
文
化
財
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
））
が

あ
る
。
ほ
か
に
も
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は

開
基
年
代
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
一
九
九
〇

年
代
に
無
住
と
な
り
、
以
後
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る
。

　

境
内
入
り
口
の
石
柱
正

面
に
は
「
萬
町
薬
師
如

来
」
と
あ
り
、
そ
の
上
部

に
「
臨
済
宗
」
と
あ
る
が
、

『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
で

は
、
曹
洞
宗
と
な
っ
て
い

る
。
石
柱
の
右
面
に
は

「
霊
覚
山 

薬
師
寺
」、
左

面
に
は
「
昭
和
十
四
年
十

二
月
吉
旦
」
と
あ
る
。

六
　
妙

み
ょ
う

徳と
く

寺じ

◆
開
基
　
織
田
遠
江
守
広
近

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　

小
口
城
主
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
一
四
七
五
年
に
出
家
し
、
隠
居

所
を
万ば

ん

好こ
う

軒け
ん

と
改
号
し
た
。
一
四
九
二
（
明
応
元
）
年
、
織お

田だ

伊い

勢せ
の
か
み
と
し
さ
だ

守
敏
定
が
広
近
の
遺
命
を
う
け
吉
祥
山
妙
徳
寺
を
創
建
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
尊
の
薬
師
如
来
は
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

作
と
い
わ
れ
る
木
座
像
（
約

二
一
㎝
）
で
、
雷
除
け
の
薬
師
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
堂
は
、

一
五
四
四
（
天
文
十
三
）
年
に
建
立
し
た
が
、
一
八
九
一
（
明
治

二
十
四
）
年
の
濃
尾
大
地
震
に
よ
り
倒
潰
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ

今
日
に
至
る
。

　

庫
裏
は
、
広
近
の
隠
居
所
で
あ
る
万
好
軒
が
度
重
な
る
改
修
・

改
築
を
受
け
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

3-3-47　薬師寺（2020年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
七
五

開
基
年
代

中
小
口
一
丁
目
三
七
七
番
地

所
　
在
　
地
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七
　
徳と
く

林り
ん

寺じ

◆
開
基　
織
田
遠
江
守
広
近

◆
本
尊　
聖
観
世
音
ほ
か

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
徳
林
寺
の
前
身
と
し
て
、
一
二
九
四
（
永
仁

二
）
年
、
余
野
村
在
住
の
武
士
小こ

池い
け

与よ

八は
ち

郎ろ
う

貞さ
だ

宗む
ね

が
、
亡
き
母
の

供
養
の
た
め
寺
院
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
寺
院
仏
堂
明

細
帳
』
に
は
、
一
二
九
四
年
、
北
面
の
武
士
小こ

池い
け

民み
ん

部ぶ

貞さ
だ

利と
し

の
創

建
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
院
は
空
母
山
徳
蓮
寺
と
称
し
、

宗
派
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
。
徳
蓮
寺
は
一
時
衰
退
し
て
い
た
が
、

一
四
六
九
年
、
小
口
城
主
の
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
臨
済
宗
の
寺
院
、

大
龍
山
徳
林
寺
と
改
称
し
て
再
興
し
た
。
広
近
は
、
塔
頭
の
龍
福

庵
・
全
徳
庵
・
宝
光
院
・
徳
重
庵
の
四
か
寺
を
あ
わ
せ
、
自
ら
師

事
す
る
臨
済
宗
の
高
僧
、
悟ご

渓け
い

宗
頓
禅
師
を
開
山
と
し
て
招
い
た
。

悟
渓
禅
師
は
弟
子
の
壽
嶽
宗
彭
禅
師
に
徳
林
寺
を
継
承
さ
せ
、
自

ら
は
美
濃
の
瑞
龍
寺
に
住
院
し
た
。

3-3-50　本堂・書院（2021年撮影） 3-3-49　妙徳寺（2021年撮影）

3-3-48　山門（1935年頃『大口村誌』）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
六
九

開
基
年
代

余
野
二
丁
目
二
〇
一
番
地

所
　
在
　
地
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一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
い

て
、
古
方
丈
と
中
門
を
残
し
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
に
再
建
さ
れ
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
も
禅
宗

の
修
行
道
場
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
伝
承
　
山や

ま

姥ん
ば

物
語

　
　
　
　
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）

◆
そ
の
他

徳
林
寺
山
門
・
中
門

（
町
指
定
文
化
財

（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
））

八
　
全ぜ

ん
徳と
く

寺じ

◆
開
基　
海
甫
和
尚

◆
本
尊　
聖
観
世
音

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
一
二
九
四
年
、
山
姥
を
退
治
し
た
福ふ

く

富と
み

新し
ん

蔵ぞ
う

に
よ
り
徳
林
寺
の
塔
頭
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
全
徳
坊
と
し
て
建
立

さ
れ
た
。
一
四
七
五
年
、
徳
林
寺
開
山
壽
嶽
和
尚
に
よ
り
全
徳
庵

と
改
称
さ
れ
る
。
一
五
八
四
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
焼
失

し
た
が
、
一
五
九
八
（
慶
長
三
）
年
、
海
甫
和
尚
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
た
。
一
九
〇
一
年
、
大
休
和
尚
（
十
世
）
に
よ
り
全
徳
寺
と

改
称
し
、
徳
林
寺
を
離
れ
本
山
の
直
末
と
な
る
。『
尾
張
徇
行
記
』

に
は
、
草
創
年
暦
は
不
明
で
、
中
興
再
建
は
一
六
一
五
（
元
和
元
）

年
と
あ
る
。

　

ま
た
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は
、
一
二
九
七
年
に
丹
羽
郡
羽

黒
村
の
郷
士
、
福
冨
太
良
輔
が
全
徳
坊
と
し
て
建
立
し
、
一
四
六

九
年
に
徳
林
寺
二
世
壽
嶽
和
尚
に
よ
り
全
徳
庵
と
改
称
さ
れ
、
そ

3-3-53　中門（2022年撮影）

3-3-51　山門（1935年頃『大口村誌』）

3-3-52　山門（2022年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
七
五

開
基
年
代

余
野
二
丁
目
二
〇
五
番
地

所
　
在
　
地
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の
後
の
経
緯
は
、
寺
伝
と
同
じ
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

◆
建
設
・
改
修

　

一
九
八
九
年
、
文
雄
和
尚
（
十
二
世
）
に
よ
り
、
本
堂
・
庫
裏
・

山
門
・
東
司
が
再
建
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
鐘
楼
、
二
〇
〇
六
年

に
は
、
書
院
と
茶
室
も
再
建
し
た
。

九
　
観か
ん

音の
ん

堂ど
う

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
観
世
音
菩
薩

◆
由
緒

　
『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
一
六
〇
〇
年
、
徳
林
寺
僧
継

山
和
尚
に
よ
り
創
立
し
、
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
六
月
に
再
建

し
た
。
一
八
九
一
年
の
濃
尾
大
地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
た
た
め
建
て

直
し
た
が
、
平
成
に
入
る
と
無
住
と
な
り
、
敷
地
を
整
理
し
た
。
六

世
住
職
の
貫
道
祖
了
尼
が
喘ぜ

ん

息そ
く

に
苦
し
み
、
石
橋
山
宝
寿
寺
・
佐

奈
田
霊
社
（
現
神
奈
川
県
小
田
原

市
）
に
参
詣
す
る
と
全
快
し
た
こ
と

か
ら
、
同
病
者
の
た
め
に
再
度
参
詣

し
て
御
分
霊
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
許

さ
れ
た
。
以
来
、
観
音
堂
は
喘
息
・

百
日
咳
な
ど
の
病
状
に
霊
験
あ
り
と

参
詣
者
が
増
え
た
と
い
う
。

3-3-55　山門（2021年撮影）

3-3-54　山門（1935年頃『大口村誌』）

3-3-56　堂内（2021年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
六
〇
〇

開
基
年
代

余
野
一
丁
目
一
七
四
番
地

所
　
在
　
地
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一
〇
　
妙
み
ょ
う

智ち

寺じ

　

◆
開
山　
研
宗
真
和
尚

◆
本
尊　
土
面
観
世
音

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
扶
桑
村
斉
藤
よ
り
、
仙
田
藤
右
エ
門
と
い
う

人
物
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
を
の
が
れ
河
北
の
地
へ
移
り
、
こ
こ

に
居
を
か
ま
え
た
。
そ
の
後
、
藤
右
エ
門
は
挙こ

ろ

母も

川
（
現
豊
田
市

地
内
）
の
川
普
請
に
出
た
が
こ
れ
に
失
敗
し
客
死
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
霊
を
と
む
ら
う
た
め
、
扶
桑
村
高
雄
覚
王
寺
住
職
に

請
い
創
立
し
た
と
あ
り
、
覚
王
寺
の
受
持
で
あ
る
。

　

創
立
後
は
「
観
音
堂
」
と
称
し
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
に
寺

院
の
認
可
申
請
を
し
た
際
に
「
観
音
山
妙
智
寺
」
と
改
め
た
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、
一
七
九
四
年
、
二
ノ
宮
村
常
福
寺
控

（
現
犬
山
市
北
大
門
地
内
）
の
薬
師
堂
号
を
譲
り
う
け
、
堂
を
創
建

し
観
音
を
安
置
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は

「
創
立
寛
政
九
年
二
月
五
日　

覚
王
寺
受
持　

臨
済
宗
妙
心
寺
派　

余
一
様
の
ア
メ

　
無
住
に
な
っ
て
以
後
も
、
観
音
堂
の
役
員
が
三
月
二
十
三
日
に
「
余
一

様
の
お
札
と
ア
メ
」
を
観
音
堂
の
檀だ
ん

家か

に
配
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
今

も
昔
も
こ
の
ア
メ
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
余
一
様
と
は
、
佐さ

奈な

田だ

余よ

一い
ち
義よ
し
忠た
だ
と
い
う
平
安
末
期
の
武
将
で
、
現
在

の
神
奈
川
県
平
塚
市
真
田
を
本
拠
と
し
て
い
た
。
余
一
は
通
り
名
（
通
称

名
）
で
、
真
田
与
一
と
も
書
か
れ
る
。
一
一
八
〇
（
治
承
四
）
年
八
月
二

十
三
日
の
夜
、
源
み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の
挙
兵
に
際
し
、
初
戦
の
石
橋
山
の
戦
い
（
現
神

奈
川
県
小
田
原
市
石
橋
）
で
頼
朝
に
加
担
し
た
が
、
頼
朝
は
大
敗
し
て
、

余
一
は
命
を
落
と
し
た
。

　
余
一
が
討
死
し
た
場
所
に
は
「
与
一
塚
」
が
建
て
ら
れ
、
余
一
を
神
霊

と
す
る
佐
奈
田
霊
社
が
建
立
さ
れ
た
。
余
一
は
、「
敵
将
と
戦
っ
て
い
た

最
中
に
タ
ン
が
か
ら
ん
で
声
が
出
ず
、
闇
夜
の
中
で
居
場
所
を
味
方
に
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
で
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
伝
説
か
ら
、
佐
奈
田
霊
社
で
は
、「
佐
奈
田
飴
」
が
売
ら
れ
、

咳
・
喘
息
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
観
音
堂
に
佐
奈
田
余
一
の
軸
が
あ
り
、
喘
息
に

霊
験
が
あ
る
た
め
遠

方
か
ら
来
る
人
が
多

い
と
書
か
れ
て
い
る
。

臨
済
宗

宗
　
派

一
七
九
四

開
基
年
代

河
北
二
丁
目
一
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-57
余一様のお札
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観
音
堂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
に
入
り
、
し
ば
ら
く
し
て
無
住
と
な
る
。
建
物
の
老
朽
化

に
よ
り
、
本
堂
は
二
〇
一
八
年
に
解
体
し
た
。
そ
の
際
に
本
堂
屋

根
裏
か
ら
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
本
堂
の
建
立
は
一
七
九
七
年
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
堂
解
体
後
は
、
山
門
と
弘
法
堂
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

妙
智
寺
は
、
一
八
七
七
年
頃
か
ら
「
河こ

北ぎ
た

学
校
」
と
し
て
児
童

の
教
育
の
場
と
な
り
、
富
成
村
小
学
校
開
校
後
は
農
繫
期
に
幼
児

を
預
か
る
場
と
な
り
、
戦
後
ま
で
続
い
た
。

一
一
　
本ほ

ん
光こ
う

寺じ

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

浄
土
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
、
一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
に
僧

善
昌
の
開
基
に
よ
る
。
元
は
外
坪
本
郷
に
あ
っ
た
が
、
一
六
九
〇

年
に
新
田
（
現
所
在
地
）
に
移
っ
た
。

　

創
立
は
天
正
年
間
（
一
五

七
三
～
九
一
年
）
と
す
る
記

述
も
あ
る
。

　

ま
た
、
当
初
は
天
台
宗
で

あ
っ
た
こ
と
、
浄
土
真
宗
の

開
基
は
諦
信
法
師
で
一
八
三

一
年
火
災
に
よ
り
宝
物
を
焼

失
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
。

3-3-59　弘法堂（2022年撮影）

3-3-58　山門（2022年撮影）

3-3-60　本堂（2022年撮影）

浄
土
真
宗

宗
　
派

一
六
六
九

開
基
年
代

外
坪
五
丁
目
一
七
三
番
地
一

所
　
在
　
地
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一
二
　
教
き
ょ
う

善ぜ
ん

寺じ

　

◆
開
基　
平
子
左
エ
門

◆
開
山　
見
真
大
師

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

開
基
年
代
は
不
明
だ
が
、
一

九
〇
一
年
ま
で
外
坪
本
郷
に
説

教
所
が
あ
り
、
同
年
現
在
地
に

移
し
た
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
説
教
所
は
名
古
屋
市
内
に
あ
る
浄
土
真
宗
大

谷
派
の
教
順
寺
か
ら
僧
侶
を
招
き
、
定
期
的
に
説
教
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
が
、
一
宮
市
内
に
あ
る
同
派
の
寺
院
か
ら
僧
侶
を
招
き

住
職
と
し
た
。
一
九
五
四
年
、
寺
号
「
宮
西
山
教
善
寺
」
と
し
て

寺
院
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
大
谷
派
か
ら
本
願
寺
派
に
宗
旨

替
え
し
た
。

　
　

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
、
本
堂
を
建
て
替
え
た
。

一
三
　
釈し
ゃ

迦か

堂ど
う

（
弘こ
う

法ぼ
う

堂ど
う

）

◆
開
基　
泰
誉
安
窓
貞
穏
法
尼　

◆
本
尊　
釈
迦
（
石
像
）

◆
由
緒

　

伝
承
に
よ
る
と
一
八
三
六
年
、
替
地
全
戸
の
寺
と
し
て
創
立
し

た
。
集
落
内
に
住
む
人
々
の
宗
派
は
、
禅
宗
・
浄
土
真
宗
の
二
派

が
多
か
っ
た
た
め
、
集
落
内
の
混
乱
を
避
け
よ
う
と
、
両
者
に
関

係
の
な
い
浄
土
宗
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
尊
は
、
初
め
屋

外
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
堂
を
建
て
て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
〇

二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
弘
法
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

3-3-63　釈迦堂内部（2022年撮影）

3-3-62　釈迦堂（2022年撮影）

3-3-61　教善寺（2022年撮影）

浄
土
真
宗

宗
　
派

一
九
五
四

開
基
年
代

外
坪
三
丁
目
一
番
地

所
　
在
　
地

浄
土
宗

宗
　
派

一
八
三
六

開
基
年
代

替
地
二
丁
目
三
〇
二
番
地

所
　
在
　
地
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一
四
　
薬や
く

師し

堂ど
う

（
陽よ
う

学が
く

院い
ん

）

◆
開
基
・
開
山　
陽
学
院
實
空
（
伝
承
）　

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　

四
・
八
ｍ
×
二
・
七
ｍ
の
本
堂
と
、
一
〇
・
八
ｍ
×
五
・
四
ｍ

の
庫
裏
が
あ
り
、
三
宝
院
の
末
寺
で
、
真
言
宗
智
山
派
密
厳
院
出

張
説
教
所
で
あ
っ
た
。

　

い
つ
か
ら
無
住
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
数
十
体
の
仏
像

と
座
敷
か
ら
な
る
本
堂
を
地
元
住
民
が
守
っ
て
い
る
。

一
五
　
大た
い

師し

寺じ

（
現
存
せ
ず
）　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
十
二
面
観
世
音

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
八
七
七
年
乙
第
十
号
御
達
に
よ
っ

て
、
最
寄
り
の
寺
院
へ
転
合
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
臨
済
宗
妙
徳

寺
住
職
尾
関
亮
道
を
受
持
と
し
、
信
徒
に
よ
る
寄
付
で
本
堂
な
ど

を
建
設
し
た
。
一
八
八
三
年
五
月
、
寺
院
と
し
て
公
称
す
る
願
い

を
提
出
し
、
同
年
六
月
十
四
日
公
称
許
可
が
下
り
た
。
ま
た
、
境

内
地
に
仏
堂
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
弘
法
大
師
像
も
あ
っ
た
と
も

記
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
は
存
在
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
の
時
点
で
境
内
の
建
造
物
群
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

真
言
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

竹
田
一
丁
目
一
八
四
番
地

所
　
在
　
地

3-3-65　石造物群（2020年撮影）

3-3-64　本堂（2020年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
八
一
二

開
基
年
代

竹
田
三
丁
目
地
内

所
　
在
　
地
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一
六
　
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

（
現
存
せ
ず
）　
　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
不
詳

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
専
修
院
（
扶
桑
町
柏
森
）
受
持
で
、

地
元
住
人
の
先
祖
代
々
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。

　

一
九
三
八
年
に
発
行
さ
れ
た
『
大
口
村
土
地
宝
典
』
に
阿
弥
陀
堂

の
記
載
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
住
職
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
七
　
放ほ
う

光こ
う

寺じ

（
現
存
せ
ず
）　
　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

創
立
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
一

九
〇
一
年
、
東
京
市
本
所
区
太
平
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
良
徳
院
が
、

小
口
村
の
浄
土
宗
放
光
庵
に
移
り
県
の
許
可
を
得
て
放
光
寺
と

な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
、
県
の
許
可
を
得
て
瀬
戸
市
へ
移
転
し
た
。

◆
伝
承

　

江
戸
時
代
後
期
の
念
仏
行
者
で
槍や

り

ヶが

岳た
け

を
開
山
し
た
播ば

ん

隆り
ゅ
う上

人

（
一
七
八
六
～
一
八
四
〇
年
）
が
放
光
庵
に
逗と

う

留り
ゅ
うし

た
際
、
井
戸
の
水

が
濁
っ
て
困
っ
て
い
た
様
子
を
見
て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
紙
に

書
き
井
戸
に
投
げ
入
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
澄
み
切
っ
た
水
が
湧
き
出

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
人
が

播
隆
上
人
に
師
事
し
、
出
家
後
は
隆

り
ゅ
う

盤ば
ん

と
名
乗
り
、
播
隆
上
人
が
一

八
三
〇
年
に
開
い
た
一
心
寺
（
岐
阜
県
揖い

斐び

郡
揖
斐
川
町
）
の
二
世

住
職
に
な
っ
た
。
そ
の
隆
盤
が
放
光
庵
を
創
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

播
隆
上
人
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
町
内
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
北
部

一
帯
に
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
播
隆
上
人
が
各
地
を
巡
っ
た
足
跡

と
も
考
え
ら
れ
、
放
光
庵
へ
逗
留
し
た
と
い
う
逸
話
も
全
く
見
当

外
れ
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
独
特
の
書
体
に
よ
る
名
号

（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
の
軸
・
石
碑
が
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
町
内
に

は
石
碑
が
地
蔵
寺
と
徳
林
寺
に
所
在
す
る
。

浄
土
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

下
小
口
七
丁
目
地
内

所
　
在
　
地

浄
土
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

下
小
口
五
丁
目
地
内

所
　
在
　
地
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